
 
平成 29 年度の『韮高 SSH』の 
スタートです！ 
みなさん、こんにちは！本年度の「韮

高 SSH 便り」を担当する２年文理科文系

チームです。SSH 便りを読むことで、み

なさんが SSH の活動をより身近に感じて

もらえるように頑張ります！担当を替え

ながら、年に 10 回程度発行する予定です。

毎回、文系チームで内容を考えながら作

っていきます。お楽しみに！ 
 
 

今年度の文系メンバー15 名を紹介します。 

小林 道（富士見中） 佐野 良太（長坂中） 島倉 凌（白根巨摩中）  

野沢 侑希（韮崎東中） 深澤 維阿（芦安中） 藤巻 吉道（韮崎西中）  

雨宮 佑奈（竜王中）石川 結香（韮崎西中）市川 優芽（竜王北中）  

尾山 佳乃子（小淵沢中）金城 未波（竜王北中） 中村 杏（高根中）  

本多 麻利愛（韮崎西中） 村松 朋華（塩山中）山内 優実（須玉中）  

 
さて、いよいよ本年度の韮高 SSH の活動が本格的に始まりました。そこで初回である

今回の SSH 便りでは、本年度から新たに SSH に参加する 2 年 5 組（普通科理系習熟ク

ラス）と、昨年度から引き続き SSH の活動に取り組んでいく 2 年 6 組（文理科理系）の

みなさんの「意気込み」を紹介したいと思います。 
 
名取 宗一郎（２年５組：韮崎東中） 

僕は昔から研究をすることが大好きで小、中学校と自由

研究を通して日常に潜む様々な『なぜ？』に挑戦してきた

が、知識や設備などに限界があり満足できる研究は行えな

かった。 

 そこで、ＳＳＨに参加し韮高の研究設備と今まで学んだ

知識をフルに活用し、仲間と共に満足のいくまで研究に没

頭したいと思う。研究をしていく過程で実験が失敗に終わ

るときが何回もあるとは思うが、そのときは結果を直に受け止め「なぜそうなったか」、

「次回からどうすればいいか」などを考え仲間と意見を交わしながら自分たち自身で解決

策を見つけ何回も何回も試行錯誤し研究を成功へと導く、そんな姿勢で研究に取り組んで

いきたいと思っている。大学に進学してもこのような経験は役に立つと思う。韮高のＳＳ

Ｈを通してとことん『なぜ？』に迫っていきたい。 
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浅川 愛（２年５組：小淵沢中） 

 身の回りのひとつひとつのことに目を向けてみると知ら

ないことだらけである。私は疑問に思ったことは調べて解

決するようにしている。新しいことを知ることはとても面

白いからだ。この疑問をただ調べるのではなく、自分たち

で一から解決していくことはもっともっと楽しいと思う。

昨年度の総学でのＳＳＨの活動では「学ぶ」ということは

本当に楽しく素晴らしいことだと感じた。楽しいと思える

ことは何でも頑張れるから、今年度からのＳＳＨの活動は

興味のあることについて自らたくさん学んでいきたい。 

 ＳＳＨの活動は将来の自分をすごく助けてくれる経験になると思う。研究や発表、研修な

どを通して自分の知識の幅を広げ、経験値を上げていけたらと思う。また、自分たちの研究

が韮崎高校の名をもっと広められるよう積極的に取り組んでいこうと思う。 

 

 小林 誉典（２年 6 組：須玉中） 

 今年度の SSH の活動は昨年度の経験や反省を生かして、

昨年よりも密度の濃いものにしたい。 

 スカラーの授業では様々な分野の実験、講義を行う。昨

年度はそれまで興味のなかった分野にも関心を持つことが

出来た。今年度は一つ一つの内容に対して、興味を持って

取り組んでいきたい。そうすることで自分の視野を広げ、

考えを深めることが出来ると思う。  

 課題研究では計画的に実験を進めていきたい。昨年度は取り組み始めるのが遅くなってし

まった。その結果、思うようにデータを取ることが出来なかった。計画的に進めることで自

分たちの研究を充実したものにしたい。SSH の活動では普通では出来ない体験ができるので

一つ一つを大切にして、積極的にやっていき、この一年の活動でもっと自分の力を高めてい

きたい。 

 

村田 優衣（2 年 6 組：韮崎東中） 

 私が今年度の SSH で一番力を入れたいのは課題研究だ。

昨年度の課題研究は、先輩から受け継いだとても素晴らし

い研究だった。しかし、私が研究をしてみて感じたのは、

自分たちで一からテーマを決めて研究をしたいということ

だ。何もないところから自分たちの力だけで研究するのは

大変だが、きっとそれには受け継いだテーマ以上に達成感

があると思う。そして、その研究を発表の場で多くの人に

認めてもらえたら、それは私の大きな自信につながるはずだ。だから今年はテーマ決めから

力を入れていきたい。そして、課題研究を成功させるために、積極的に実験に取り組み、自

分たちで試行錯誤させることを心がけ、今年度は取り組みたい。私達が主体となって研究す

ることが一番大切だと思う。 

 
（文責 ２年６組 小林道 佐野良太 島倉凌) 

 
いつもとは違う SCIENCE を体験しませんか？？？ 

『サイエンスレクチャー２０１７』 
今年も中学生とともに、未来の大村智先生を夢見る高校生を募集します！！ 

５月１４日（日）の定期演奏会の午前中に！！  詳しくは SSH担当日高まで！！ 


